
【GIGA×指導の工夫・改善】 心と学びの記録・振り返り支援システムを活用した個別の指導と支援

成田市立西中学校（千葉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞
生徒は毎授業後に振り返りを入力する。入
力する内容は、その授業を通して理解できた
こと理解できなかったこと、気づいたことや考え
たこと、興味をもったこと、疑問に思ったこと、
驚いたことなどさまざまである。生徒は「気づ
き」を言葉にする機会を積み重ねることで、①
理解の深化、②批判的思考の育成、③主体
的な学習態度の向上、④自己認識の向上
が見られた。
教師側は、「分からなかった」「理解できな
かった」というコメントに着目し、何が分からな
かったのか、どこが理解できなかったのかを生
徒とのやりとりを通して認識する。同じような
場面で躓いている生徒が複数いれば、次時
の授業の冒頭で振り返りの時間を設け、理
解度を深める。質問の内容や気づきが授業に
広がりをもたせるものであれば授業内で共有
し、そうでないなら個別でコメントを返す。
生徒の振り返りを書かせ、その振り返りを何
らかの形で授業に活かすことは、授業に繋が
りをもたせる。その繋がりとは、前回の授業と
の繋がりであり、他教科との繋がりである。生
徒の振り返りをテキストマイニングで表示する
ことで、前回の内容を思い起こしたり自分の
考えが可視化されることで、授業により主体
的に臨める。また、振り返りを書く過程で他教
科で学習した内容にも思考を広げる姿が見
られた。


